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記入日　　　　年　　　　月　　　　日　（あらかじめ記入しておいてください）

迷ったらエピペンを使用すること ID 名前

症状は急激に変化する可能性があります 体重

原因食品（

ｱﾅﾌｨﾗｷｼ-を起こしたことがありますか　□はい　　□いいえ

体を動かすことにより、症状が進むことがあります　 エピペン　　□有り　　□無し

症状が出たときの内服薬（　　　年　　　月処方　　　　　　　　　　　　　）

全身状態 ■機嫌が悪い ■ぐったり

呼吸症状 ■数回の軽い咳 ■意識もうろう

■目のかゆみ ■充血 ■瞼の腫れ ■尿や便をもらす

■口の中の違和感　唇の腫れ ■顔全体の腫れ ■脈が触れにくいまたは不整脈

■くしゃみ　鼻水　鼻づまり ■唇や爪が青白い

■軽度のかゆみ ■強い痒み

■部分的な赤み ■全身が真っ赤 ■喉や胸が締め付けられる

■数個のじんましん ■全身に広がるじんましん ■声がかすれる

■軽いお腹の痛み ■腹痛 ■犬がほえるような咳

■吐き気 ■下痢１〜２回 ■持続する強い咳

■嘔吐１〜２回 ■息がしにくい

1つでも当てはまる場合 1つでも当てはまる場合 ■ゼーゼする呼吸

■連続する強い腹痛

■繰り返し吐き続ける

1つでも当てはまる場合

□ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰを起こしたことがある □ｱﾅﾌｨﾗｷｼ―を起こしたことがない

直ちにエピペンを使用

※裏面エピペン使い方参照

救急車を要請（１１９）※裏面救急車通報ポイント参照

可能なら内服薬を飲ませる

その場で安静を保つ

近くの救急対応可能な医療機関へ電話

箕面ﾚﾃﾞｨｰｽｸﾘﾆｯｸ小児科へ電話 箕面市立病院　℡０７２－７２８－２００１

℡　０７２－７２０－７１７２ 市立豊中病院　℡０６－６８４３－０１０１

食べた食品（　　　　　　　　　　） 市立池田病院　℡０７２－７５１－２８８１

食べた時間（　　　　　　　　　　） 市立吹田市民病院　℡　０６－６３８７－３３１１ ※移動させる場合も横抱きか担架で移動し、絶対に背負ったり横抱きにしない

症状が出た時間（　　　　　　　　） 大阪府済生会茨木病院　℡072-622-8651

来院時間　　　：　　　　時頃　　　　 反応がなく、呼吸がない

来院方法（　　　　　　　　　　）

★来院時の注意点★ 心肺蘇生をおこなう

症状が進む可能性があるため、本人を歩かせないようにし、なるべく安静を保ち移動してください

症状が急激に進む可能性もあるため、必ず少なくとも５分おきにはお子様の状態を確認しながら来院してください

呼吸症状が出るなど黄色、赤のレベルへと症状が進むときにはその時点で救急車を呼んでください（１１９）

（または＃７１１９　救急安心センターおおさか０６－６５８２－７１１９）

お電話をいただいても、産科のお産の状況やクリニック内での患者さまの状況によっては医師がすぐに対応できない場合があります

また、健診、予防接種の時間帯は、お待たせする可能性があります　

出典：環境再生保全機構　ＥＲＣＡ(エルカ）「食物アレルギー緊急対応マニュアル」を元に加工

https://www.erca.go.jp/yobou/pamphlet/form/00/pdf/archives_27015.pdf 2018年10月作成　第一版

当院ですぐに対応できない場合お電話ではお待ちいただける症状かどうかの判断は難しい為、お子様の安全を最優先に考え、救急対応できる病院をご案内す
ることがあります

※この用紙は一枚は常に携帯し、もう一枚は食卓から見えるところに貼ってお
いてください

内服薬を飲ませる 内服薬を飲ませる 可能なら内服薬を飲ませる

＃７１１９へ連絡

食物アレルギー症状への対応手順

年齢

すくなくとも５分ごとに症状を注意深く観察する必要があります
住所

いったん症状が回復しても再び症状が出てくることもあります

腹
部
症
状

その他の地域の場合、または病院が分からな
い、など対応にこまったときは＃７１１９

全

身

状

態

目・鼻・
口・顔の
症状

皮膚症状

呼

吸

症

状
腹部症状

□約３０分以内に来院できる

□移動中も５分ごと、子どもの様子を
観察しながら来院できる

□ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰを起こしたことがない

可能 不可能
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